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タイトル通りですね。寒くなり、流行る、流行ると言われて、しっかり流行っ

てます。本州の病院ではこの胃腸炎で大変なことになっているとか。余市病院で

も年末年始は面会謝絶といろんな予防措置を講じていました。 

こんなわけで今回は胃腸炎に関して一研修医がどう感じているかをひっそりと

つぶやいておこうと思います。 

まず、３０歳男性 A 

「昨日から吐いて、下痢してるんです。熱もちょっと出てきました。水みたいな

下痢で止まらないです。下痢を止めてください」 

さらに、１８歳女性 B 

「学校で胃腸炎が流行っていて、昨日から下痢と吐き気が止まりません。吐いて

はいないけど、つらいんです。水は飲めているんですけど。これってノロです

か？」 

申し訳ありません。こんな話を聞くと「またか。」と思ってしまう自分がいます。

この手の胃腸炎には特効薬はありません。 

胃腸炎の症状は胃腸薬を飲んでも３日くらいは続きます。すぐに治るものではな

いのです。 

「下痢止めは？」 

ありますけど、病気を治しているわけではなく、最悪な場合、下痢止めは症状を

悪化させる可能性が多いのです。 

ただ、赤ちゃん、高齢者の方の場合は下痢と嘔吐を繰り返して容易に脱水症状

に陥ってしまいます。その場合は点滴が必要な場合がありますが、この点滴、実

は水分補充です。別に水を飲んでいるのと変わりありません。 

「何が言いたいかって？」 

「いわゆる点滴は｢お薬｣ではないってことです。」 

「と申しますと？」 

「お水が飲めれば大丈夫ってことです。」 

そして、考えて欲しいのは自分が病原体にほぼ近いということです。病院に来

ることで他の患者さんに移す可能性があります。胃腸炎の診断がついているので

あれば、よほど慎重になるべきです。さらにいえば、外来は比較的元気な人が多

いですが、病棟は明日を争っている人が多くいます。そのような人に触れる機会

の多い医師、看護師にうつる可能性もあります。 

僕はウィルス性腸炎の診断の人にはよくこう言っています。 

「耐えられない腹痛がある。口に水分を入れたら吐く。血便。この症状が出たら

また来てください。水様便と吐き気はしばらく続きますけど、水が飲めれば大丈

夫ですよ。」 

なにより予防が大切。手洗いは必須です。あとは牡蠣に関しては医学的根拠に

かけているのは有名な話です。海鮮物なんて新鮮でなければなんでもお腹を下し

ますしね。 

「ノロわれた！オーノー！」なんて院長のようなギャグを飛ばして余市をあと

にします。サシーム医師と横山医師の料理攻撃を喰らいながらも、±０kg で終え

た５週間、ご迷惑をおかけしました。手稲刑渓仁会病院 研修医 相澤 哲 

斗南病院 研修医 森 綾乃 


